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【目的】 

 膝前十字靭帯（ACL）損傷は、損傷により膝関節に動揺性が生

じ、日常生活やスポーツパフォーマンスに大きな影響を与える。

そのため、現在は、自家腱である半腱様筋（ST）腱を用いた靭帯

再建術が主流となっている。ACL 再建術後、採取された ST 腱

は再生するが、一方で、ST 筋は有意に萎縮傾向にある。た

だ、ST 腱の再生の程度や筋短縮・筋萎縮の程度については

それぞれ検討されてきたが、その再生 ST 腱と ST 筋体積、

および筋力についての相関関係は十分に評価されていない。

さらにこれらの関係については男女間で検討されていない。

そこで、本研究では「ACL 再建術後の、再生 ST 腱の横断面

積と ST 筋体積、膝関節屈曲・伸展機能についての性差およ

び相関関係」について検討することを目的とした。 

【方法】 

対象は ACL 再建患者である。対象者数はそれぞれ、「再生

ST 腱の横断面積と ST 筋体積との関係」では 27 名（男性 15
名、女性 12 名）、「ST 筋体積と膝関節屈曲機能との関係」で

は 18 名（男性 10 名：、女性 8 名）、「再生 ST 腱の横断面積

と膝関節屈曲機能との関係」では、18 名（男性 7 名、女性

11 名）とした。リハビリテーションは ACL 再建術後に行わ

れる標準的なものを採用し、復帰目標は 6～9 ヶ月とした。

評価方法は、MRI 撮像にて、術後 5･6 ヶ月に患側と健側を

撮影したものを評価した。再生 ST 健の横断面積は、画像処

理ソフトウェア Osirix にて、中間部（関節裂隙より 24mm
近位部）の画像の面積を算出した。ST の筋体積においても、

筋腱移行部から近位までの各スライス画像の ST 筋の横断面

積を求め、円錐近似法により算出した。膝屈曲・伸展筋機能

の測定には、等速性筋力測定器（BIODEX system3）を用い

て、等速性収縮下における求心性収縮力を角速度毎秒 60°
でそれぞれ測定した。 

【結果】 

 性差による検討においては、健側を 100％とすると、ⅰ）再生

ST 腱横断面積の患健比は男性が 362±162％、女性が 376±
129％、ⅱ）ST 筋体積の患健比は男性が 78.8±10.8％、女

性が 72.1±14.5％、ⅲ）膝関節屈曲筋トルクの患健比は男性

が 87.0±12.6％、女性が 83.8±13.5％、ⅳ）膝関節伸展筋ト

ルクの患健比は男性が 79.5±15.3％、女性が 81.1±14.3％と、

全てに有意差が認められなかった。 
 各構造の関係性の検討においては、ⅰ）再生 ST 腱の横断

面積と ST 筋体積との間には男女ともに正の相関関係が認め

られた。ⅱ) ST 筋体積と膝屈曲筋トルクとの間においても、

男女ともに正の相関が認められた。ⅲ)再生 ST 腱の横断面積

と膝屈曲筋トルクとの間の関係においては、男性では有意な

正の相関が認められたが、女性では認められなかった。 

【考察】 

 性差に関して、再生 ST 腱の横断面積や ST 筋体積、膝関

節屈曲・伸展機能の視点から検討を行ったが、その調査から

は全てにおいて有意差が得られなかった。このことから、術

後 5･6 ヶ月の段階においては、再建術後の ST の筋・腱の再

生状態や大腿四頭筋群の機能において、男女ともに同程度で

あることが示唆された。原因としては、ST 腱の横断面積は

術後3ヶ月でピークになるといわれているなど縦断的に研究

を進める必要があり、今回のような術後 5･6 ヶ月のみの考察

では研究の限界があった。今後の課題として、経時的に ST
腱・筋の再生状態を追っていく必要がある。 
各構造の関係性に関しては、再生 ST 腱の横断面積と ST

の筋体積との間に男女ともに正の相関関係は認められた。先

行研究によると、再生 ST 腱の横断面積と ST 筋体積の相関

関係は見られなかったという報告から、今回の結果はそれに

反するものとなった。この結果から、ST 腱が大きく再生す

る人ほど、ST 筋体積も大きくなることが示唆された。ST 筋

体積と膝屈曲筋トルクとの間には、男女ともに正の相関関係

が認められた。先行研究では、ST の筋体積および筋長と膝

関節屈曲トルクとの間に正の相関関係が認められており、今

回の結果はそれを支持する結果となった。また、ST の筋長

と ST の筋体積に有意な相関関係が認められたという報告が

ある。これらの研究より、ST 腱採取による ST の筋短縮及び

筋萎縮などの形態的変化が膝関節屈曲トルクの機能低下の

一因になることが示唆された。再生 ST 腱の横断面積と膝屈

曲筋トルクとの間の関係においては、男性では有意な正の相

関が認められたが、女性では認められなかった。先行研究に

おいて、再生 ST 腱の横断面積と膝関節屈曲トルクとの間に

相関関係が見られなかったという報告がある。今回、男性に

おいて正の相関関係が見られた点は、先行研究とは異なる。

男女で相関関係の違いが見られたため、ST 腱の再生と膝関

節屈曲トルクの関係に性差があることが考えられる。今後、

再生 ST 腱の横断面積の大きさの違いによる膝関節屈曲トル

クとの関連性をさらに追及していく必要がある。 


